
ARCHITECTURE IBARAKI  2024.7 VOL.113

一般社団法人

茨城県建築士会
https :// i - shikai .com

携帯サイト



発行 令和６年７月２日
次回 令和６年10月４日予定
部数 1,900部
発行 一般社団法人　茨城県建築士会　会長　柴　和伸

〒310-0852　水戸市笠原町978-30　建築会館２Ｆ
TEL.029-305-0329　FAX.029-305-0330
E-mail　kyy05413@nifty.com

編集 情報・広報委員会
相澤　晴夫　　梅原　郁夫　　児玉　欽司　　成田　孝成
軽部　守彦　　澤畑　一成　　大山　早嗣　　武居　公江
浅野祐一郎　　石黒　幸喜　　塙　　万治　　山田　一博
谷島　正憲　　茂垣　直樹

デザイン・印刷 株式会社　高野高速印刷

page 目次

01 令和６年度　通常総会開催される

04 建築作品紹介　水戸市下入野健康増進センター

06 建築士会へようこそ!!

08 令和６年度建築士会の新入会員紹介

10 先輩会員を訪ねて

11 令和５年秋の叙勲旭日単光章　環境衛生功労

最高裁判所長官表彰

支部活動報告

12 県央支部　　　「有名建築家による施設見学会」

　　　　　　　第14回　都市景観ウォッチング「旧笠間市探訪」

　　　　　　　第112回建築セミナー「まちを育てる『図書館』」

15 筑波支部　　　神戸研修視察「フランクロイドライト・安藤忠雄ツアー」

16 土浦支部　　　「次世代建築士　創出事業」

委員会活動報告

17 会員委員会　　「第13回　ボウリング大会開催」

18 　　　　　　　「第25回　会員美術展開催」

20 研修委員会　　「改正建築基準法講習会」

21 青年委員会　　「とうかい子どもキャンパス建築士と作ろう！」

22 女性委員会　　わくわくセミナー

　　　　　　　　「貝絵を描いてみよう！」

　　　　　　　ラブアークセミナー

　　　　　　　　「今だからこそ考える快適・省エネ住宅」

　　　　　　　　「組子づくりワークショップ」

題字 大井川　和彦　茨城県知事
表紙 水戸市下入野健康増進センター

設計・監理　三上建築事務所

2024.７.２　第113号

携帯サイト



　令和６年度の通常総会（第73回）が５月31日
㈮ホテルレイクビュー水戸において開催された。
開会に先立ち、出席者と委任状提出者を合わせ
567名となり、定足数に達していることが司会
者より報告され、武村副会長による開会のこと
ばで通常総会が始まった。最初に令和５年度中
に亡くなられた日立支部木田源一氏他９名に対
し黙祷が捧げられた。柴会長からの挨拶。続い
て会員増加表彰が贈られ、優良支部として鹿島
支部、県庁支部へ、また長年にわたり本会発展
にご尽力頂いた県央支部小沼隆志氏他20名に功
労者表彰として記念品を添え表彰状が贈られた。
　来賓挨拶・紹介、祝電披露の後、柴会長を議
長とし議事に入り、令和５年度事業報告と収支
決算、令和６年度事業計画（案）と収支予算
（案）、理事・監事の改選についての５議案を
審議し、すべて原案通り全会一致で可決され、
最後に高槻副会長の閉会のことばにより閉会と
なった。

・令和５年度における会員物故者（10名）
□物故者〈令和５年４月１日～令和６年３月31日〉
　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
日立支部　　　　木田　源一 筑西支部　　　　大和田信雄
県央支部　　　　飯島　勇二 坂東支部　　　　森　　　均
県央支部　　　　大内　常男 結城支部　　　　増山　英大
県央支部　　　　奥山　貞夫 竜ヶ崎支部　　　秋山　和夫
県央支部　　　　戸田　　巧 竜ヶ崎支部　　　内藤　明夫

敬称略

・令和６年度　表彰者一覧
⑴会員増加優良支部（２支部）
　鹿島支部　　　県庁支部
⑵功労者表彰（21名）
　久慈支部　　　和田　昭一　　根本　誠一　　戸村　正美
　日立支部　　　澤本　庸次　　友部　幸彦　　山縣　定雄
　　　　　　　　和知　　勝
　ひたちなか支部　古市　　勉
　県央支部　　　小沼　隆志
　県庁支部　　　梅原喜久郎　　児玉　　厚　　守能　和親
　　　　　　　　中野　一美
　行方支部　　　原　　正樹　　金子　雅代
　常総支部　　　茂呂　紀洋
　石岡支部　　　阿部　　進
　北相馬支部　　小磯　俊明　　杉野　賢一
　竜ケ崎支部　　岡田　隆夫　　阿部　英彦

令和６年５月31日㈮　午後２時
ホテルレイクビュー水戸
報告：総務・企画委員会

令和６年度
通常総会開催される
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基本方針
　二級建築士・木造建築士の登録事務を担う「茨城県指定
登録機関」として、新たな建築士制度に対応して一級建築
士の登録事務と併せ適切に遂行するとともに、その建築士
制度の下、建築士の資質と品位の保持および技術の向上並
びに建築文化の保全推進に寄与する。
　また、建築行政、関係団体との協力体制の維持並びに地
域貢献活動を実施し、公益法人として地域社会の健全な発
展に一層寄与することを基本とする。

事業内容
◇建築士の資質と品位の保持・向上に関する事業
１.建築士法第22条第２項による「定期講習」の実施
２.知事指定講習「建築士会技術講習会」の実施
３.既存住宅状況調査技術者、監理技術者講習の実施
４.ＣＰＤ制度及び専攻建築士制度の広報活動の実施
５.建築士のスキルアップに関する研修・講習会の実施
◇建築士制度等に関する事業
１.一級建築士及び二級・木造建築士登録事務の実施
２.建築士試験業務の受託
◇会員の指導・連絡等に関する事業
１.会員増強運動の実施
２.会員相互並びに支部との連携強化
３.会報誌「けんちく茨城」の発刊
４.ホームページ、Ｅメール、ＳＮＳ等の活用による情報共

有の推進
◇地域貢献活動に関する事業
１.市町村の空き家対策事業への協力
２.既存住宅状況調査技術者の広報活動の推進
３.まちづくり事業及び地域貢献活動の実施

４.緑化推進事業（苗木配布）の推進
◇建築行政との連携に関する事業
１.建築パトロールの実施
２.応急危険度判定士の更新及び登録事務の実施
３.災害発生時の支援体制の充実
４.全国被災建築物応急危険度判定協議会への協力
５.木造住宅耐震診断士派遣事業の実施
６.行政機関及び関係団体との協力体制の推進
◇業務支援に関する事業
１.建築確認申請・建築許可・都市計画法関係諸書式の領布
２.建築士受験関係図書及び建築関係書籍の販売
◇連合会等との連携に関する事業
１.建築士会全国大会「鹿児島大会」への参加促進
２.関東甲信越建築士会ブロック会青年協議会「千葉大会」

への参加促進
３.全国女性建築士連絡協議会「東京大会」への参加促進
４.建築士賠償・工事賠償責任補償制度の広報活動の促進
◇調査・研究に関する事業
１.歴史的建造物調査の支援
２.建築士業務の適正運営の推進
３.新規事業の企画・立案
◇福利増進・その他の事業
１.国家褒章・連合会表彰等の上申及び功労者表彰の実施
２.慶弔見舞金の給付
３.会員レクリエーション事業の実施
４.その他目的達成のために必要な事業の実施

顧 問 田　所　嘉　徳 衆議院議員

高　橋　　　靖 水戸市長

白　田　信　夫 茨城県議会議員

伊　沢　勝　徳 茨城県議会議員

相 談 役 松　山　恒　男 多賀土木（株）

滑　川　浩　一 （株）安心確認検査機構

会 長 柴　　　和　伸 （株）柴建築設計事務所

副 会 長 武　村　　　実 武村建築設計事務所

高　槻　一　雄 （有）高槻建築設計事務所

相　澤　晴　夫 （株）相澤建築設計事務所

常 務 理 事 久保田　吉　文 （有）クボタ建築設計事務所

益　子　一　彦 （株）三上建築事務所

中　山　和　朗 （株）中山工務店

梅　原　郁　夫 梅原材木店

鈴　木　啓　之 （有）アップル建築設計事務所

理 事 村　山　潤　一 （有）村山住宅

渡　辺　　　聡 フロムゼロ建築デザイン室

沼　田　一　誠 誠建築設計室

澤　畑　一　成 （株）清水建設

内　芝　良　吉

山　田　陽　一 県庁建築指導課

金　子　雅　代 雅建築設計事務所

桐　原　　　栄 桐原建築

小　林　澄　夫 繁建築設計事務所

飯　島　洋　省 （株）andHAND建築設計事務所

軽　部　守　彦 軽部建築設計事務所

栗　原　力　男 （株）栗原建設

増　田　和　夫 増田一級建築士事務所

大　島　則　之 （株）大島一級建築士事務所

児　玉　鉄　司 （株）環境工作室

広　瀬　祐　一 取手市役所

塚　本　美　明 （株）ジュン設計

成　田　孝　成 （株）幸田

櫻　井　　　充 （有）荻建築設計事務所

大　谷　美由紀 木組スタジオNico

監 事 大　内　賢　一 （株）第一設計

小　室　　　晶 （有）汎連合設計

小　沼　紀　男 （一財）茨城県建築センター

水　口　二　良 水口・野村法律事務所

令和６年度事業計画

令和６・７年度新役員一覧
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　令和６年度通常総会の後、ホテルレイク
ビュー水戸２階の飛天にて、併催行事として懇
親会が開催された。各支部からも多くの会員そ
して賛助会員が出席し、来賓と合わせ185名が
一堂に会した。
　柴会長の主催者挨拶、茨城県土木部都市局建
築指導課山田課長による乾杯の発声で歓談に
入った。懇親会では、日頃の仕事や趣味の話を
交わし談笑する姿が会場を埋め尽くした。

　楽しい時間もあっという間に経過し、相澤副
会長より中締めが行われ、鈴木常務理事の閉会
のことばにより懇親会の席が閉じられた。

半村　　登
茨城県議会議長

白田　信夫
茨城県議会議員
（本会顧問）

伊沢 勝徳
茨城県議会議員
（本会顧問）

大井川　和彦
茨城県知事

懇親会が開催される
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設計主旨
　新しい和風＝

勾配屋根がストラップ状に建築をかたちづくる

敷地形質の読み取りから生まれた外形
　当該敷地は水戸市の中心部から離れた東部に位置
し、近年新設されたごみ焼却場や建設予定の火葬場
の用地とともに開発された区域にあり、丘陵地の雑
木林を切り拓き、谷地を埋めて平坦に造成された土
地である。
　建築計画に際しては、丘陵地の畑から連続する捉
えどころのない敷地の形質の成り立ちに着目した。
経済合理性と法令適合性の観点から、異種の基礎構
造が混在することを回避し、かつ経済的な直接基礎
とすることを模索した。造成図から切土された場所
をあぶり出した結果、敷地北側西寄にギリシャ文字
のαのような図形が浮かび上がり、それを建物の配
置と外形として規定することにした。北西に建築を
定位した上で、建物と連続するように南側西寄りに
広場を、東寄りに駐車場を配置することにした。

施設の役割と機能
　この施設の設置目的は、近隣に建設されたごみ焼

却場とこれから建設される火葬場によって被る地元
住民の心理的負担を緩和し、癒しや憩いの場を提供
することであった。主な施設機能は、トレーニング
室や多目的室などのスポーツ練習場と屋内プール、
公衆浴場とその休憩室から成る。これらの機能を土
地条件から規定された外形の中に嵌め込んだ。様々
な活動や利用する人たちがつながり人々が集う場と
なり、なおかつ緑の芝生に覆われた外部の広場空間
ともつながるように、公開できる機能を持つ空間を
外周に連続させた。周囲からの視線を遮る必要のあ
る温浴施設や景観上目障りになる設備機器などは内
側に配置し、幾つかの光庭によって自然採光を確保
した。

建築を特徴づける屋根
　開かれた外周の目的空間に片流れの屋根を架け、
建物を包むように屋根を連続させた。その屋根は直
線から擂鉢状の部分を介して異なる方向へ連なる。
そして、屈折した三角形の屋根面が奥行も勾配も異
なる直線状のつながりをつくった。更に屋根を北側
東寄りにある入口まで延長し、その屋根下を思いや
り駐車場として玄関まで繋げた。それによって、よ
り伸びやかな屋根を形成した。

建築作品紹介

水戸市
下入野健康増進センター
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■建築概要／水戸市下入野健康増進センター
●所 在 地：茨城県水戸市下入野
●主要用途：�健康増進等施設
　　　　　　（スポーツ練習場・水泳場・公衆浴場・自動車車庫）
●敷地面積：26,219.05㎡
●建築面積：4,294.60㎡
●延床面積：4,699.97㎡
●階　　数：地下１階／地上２階建て
●構　　造：RC造一部鉄骨造（鉄骨造・RC造一部木造）
●竣工年月：2021年７月
（設計期間：基本設計：2017年７月～2018年３月
　実施設計：2018年９月～2019年３月
　工事期間：2019年12月～2021年７月）
●建 築 主：水戸市長　高橋　靖
●設　　計：三上建築事務所
●総　　括：益子一彦／三上建築事務所
●建　　築：三上建築事務所
　　　　　　（担当：石井浩光　國枝謙一*　江原悠子*
　　　　　　 佐藤拓朗　高麗夏実*　高橋拓海）
●構　　造：坂田涼太郎構造設計事務所
　　　　　　（担当：坂田涼太郎　小野寺舞*　鈴木一希）
●電気設備：三上建築事務所（担当：松本敬一郎）
●機械設備：NASファシリティーデザイン室（担当：那須保）
●監　　理：
　建　　築：三上建築事務所（担当：石井浩光　江原悠子*）
　構　　造：三上建築事務所（担当：倉持勝己）
　電気設備：三上建築事務所（担当：松本敬一郎）
　機械設備：NASファシリティーデザイン室（担当：那須保）
●施　　工：株木・菅原・田口建JV
●写　　真：新写真工房　堀内広治　　　　　　　　＊元社員

　その屋根の軒先の高さは全て一定にし、しかも低く抑
えて和風の佇まいを与えた。屋根の裏面となる天井は軒
天井から内部空間へと連続する。軒下はすべてガラス張
りとすることによって、軒先に縁どられた外部と視覚的
なつながりと、日本的な内部と外部の曖昧な境界を創り
出している。また、軒下に雨落ちを設けて軒樋をなくし、
鋭利な軒先を創り出している。

BIMの活用
　軒先と水上の高さを一定とすることを前提に、変化し
ながら連なる屋根とそれを成立させる構造体、天井面の
関係を正確に把握するためにBIMによる３次元モデルで
設計を進めた。
　３次元モデルの活用は単なる設計ツールに留まらず、
設計段階では空間の印象や内装仕上げのイメージを建築
主と空間理解を図り、施工段階では施工者にBIMデータ
を提供し、鉄骨の製作図作成にも活用した。複雑な躯体
形状であるからこそ、建築主と施工者との情報共有を図
るうえでBIMの３次元データが有効に働いた。

益子　一彦／三上建築事務所

見学エリアを持つ屋内プール

パノラマ状に風景が広がるトレーニング室

２階平面図

１階平面図

東西断面図
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①根本　駿太郎　30歳　県央支部

②株式会社　根本建築設計事務所

③この度、入会させていただきました根本と申します。会員の皆様との出会いを

大変楽しみにしております。何卒よろしくお願い申し上げます。

④講習会やイベントに参加し、会員の皆様との交流を通じて、見聞を広めていけ

ればと思います。

⑤講習会や現場見学会等

⑥経験を積み知識を広げて、地域に貢献できるよう努めていきたいと思います。

①田谷　和大　22歳　県央支部

②株式会社　根本建築設計事務所

③建築に魅了されてから、建築士になるのが夢でした。

　まだまだ未熟者ですが、常に勉強を怠らずに夢を叶えていきたいと思っており

ます。

④会員の皆様との交流を通じて、建築の知識や経験を深めていきたいです。

⑤講習会や見学会などに参加したいと考えております。

⑥建築を通じて、夢を与えられる建築士になりたいと思います。

根本　駿太郎　30歳
支部名：県央支部

田谷　和大　22歳
支部名：県央支部

建築士会へようこそ!!
Welcome
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①松尾　悠昂　つくば支部

②株式会社エム・スタイル

③美味しいお肉とお酒が大好きです。建築はもちろん、都市計画やまちづくりに

も関心があります。よろしくお願いいたします。

④建築士の皆様との交流や知識・能力の向上を目的に入会いたしました。

⑤講習会や事例見学会など

⑥妻の仕事をきっかけに茨城県に住むことになりましたが、今ではすっかり茨城

での暮らしの魅力にハマっています。そんな地域での暮らしの魅力を日々の建

築・まちづくり活動を通じて発信していきたいと思っています。

43

松尾　悠昂　33歳
支部名：つくば支部

①氏名・支部

②勤務先

③自己紹介

④入会の目的　　

⑤建築士会に期待する活動・参加したい活動

⑥建築士として将来の目標
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【正会員18名】
支部名 氏　　名 勤　務　先 紹 介 者

県 央 大内あいか 様 ㈱柴建築設計事務所 柴　　和伸 氏
県 央 田代　綾乃 様 ㈱柴建築設計事務所 柴　　和伸 氏
県 央 根本駿太郎 様 ㈱根本建築設計事務所 根本洋一朗 氏
県 央 田谷　和大 様 ㈱根本建築設計事務所 根本洋一朗 氏
県 央 三上　紀子 様 笠間市役所 藤原由貴子 氏
県 央 山本　聖子 様 水戸市役所 青柳みゆき 氏
ひたちなか 渡邊　勝巳 様 那珂市議会 横須賀　孝 氏
結 城 飯島　健介 様 結城市役所 佐山　敦勇 氏
筑 西 小島　時夫 様 自営 中山　和朗 氏
北 相 馬 齋藤　寿樹 様 ㈱TDF 宮崎　　清 氏
北 相 馬 松添　明彦 様 筑南総合建設協同組合 宮崎　　清 氏
筑 波 上園　勝義 様 ㈱根本英建築設計事務所 根本　裕子 氏
筑 波 野澤　俊夫 様 ㈱アルテック 若栁　綾子 氏
土 浦 圷　　崚太 様 ㈱増山栄建築設計事務所 菅澤　達行 氏
土 浦 重田　　淳 様 ㈱増山栄建築設計事務所 －－－ 氏
土 浦 岡田　一吹 様 ㈱ネロ・デザイン 豊﨑　晋也 氏
土 浦 三上　仁志 様 ㈲けっそく設計 結束　芳彦 氏
竜 ヶ 崎 齋藤　瞭汰 様 龍ケ崎市役所 齋藤　修一 氏

新入会員【賛助会員１社】の皆様です。
企　　業　　名 事　業　内　容 紹 介 者

ホシザキ北関東㈱　茨城支店 業務用厨房機器・パネル式低温倉庫・食用品
加工機器等の販売・設計・施工・メンテナンス －－－ 氏

梅 原 材 木 店
〒316-0004　日立市東多賀町2丁目12番6号

一級建築士・一級建築施工管理技士・一級土木施工管理技士

TEL ０２９４（３３）００３４
FAX ０２９４（３６）３２８８

建築・設計・施工

令和６年度　建築士会にご入会を頂いた皆様をご紹介致します。
会員の皆様、これから色々と宜しくお願いします。
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株式会社 andHAND建築設計事務所
代表取締役　飯島 洋省
www.andhand.co.jp
〒 305-0033　Tel·Fax029-855-3055
茨城県 つくば市 東新井 29 番地 13

小規模保育園ソシエルみどりの
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　私の家では三代（亡父・私・倅）で建築士会に入会させて頂いております。
　家の仕事は設計事務所ではなく地場の工務店（大工業）をしております。父は明治（45年）生まれですが、
祖父父親の元にて３兄弟で大工業を修行し、世の流れに乗り昭和25年の建築士法の始まりと共に建築士の登
録（第60号）をし、建築士事務所（県17号）も登録致しました。（その後更新忘れ又組織の変更により登録
番号は変わりましたが・・・）
　私も県西協議会で開催しておりました、建築士受験講座に参加させていただき建築士に合格、登録（昭和
46年）して建築士会に入会させて頂きました。
　私たちが仕事を始めた頃は、戦後の住宅新築ブームが始まり、住宅メーカーもできはじめた頃でございま
した。住宅建築に占める割合も20％を切る頃でありましたので、地場の大工工務店さんの仕事もありました。
又、それに続いてバブル期の時代に入りましたので良い時代を過ごさせていただきました。今の時代は大手
中堅小企業のハウスメーカーが乱立し、地場の大工工務店の施工割合が反対に20％を切る有様でございます。
今の地場の建築業は大変な思いをしております。
　私が建築士会に携わったのは、支部の青年部の役員をさせて頂いたのが始まりで、県西協議会で行われて
おりました、ソフトボール大会、ボウリング大会、ゴルフ大会等々と色々な親睦大会に参加させて頂きまし
た。平成８年の頃より下妻支部長を拝命させて頂き、平成19年の頃に支部長を辞める間には建築パトロール
を始め特建調査等色々と勉強させて頂きました。また、宮城大会、宮崎大会、北海道大会を始め各地全国大
会に夫婦で参加させて頂き、楽しい旅と良い思い出として残っております。やはり建築士会を始め、各種各
団体に入会参加したのであれば各事業に参加しまして親睦を深め、自分の知識を高める様にした方が良いか
と思います。

　私と建築士会

田﨑　光男　氏（下妻支部）　昭和19年生まれ／昭和46年入会／会員歴53年

Interview with seniors
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大竹　伸一　氏 大越　敏男　氏
（賛助会員（代表幹事））

㈱フジクリーン茨城　取締役会長
元　（社）茨城県水質保全協会副理事長

（竜ヶ崎支部）
一級建築士事務所　大越設計

代表取締役
一級建築士

事務所　〒315-0001　石 岡市石岡 3 0 5 5 - 9
T E L　 0299-23-9 3 0 5 　 F A X　 0299-23-9 3 0 7
E-mail : info＠kubota-sekkei.co.jp　URL　http://kubota-sekkei.co.jp

久保田　吉　文

クボタ建築設計事務所
有限会社

令和５年　秋の叙勲
旭日単光章
環境衛生功労

最高裁判所
長官表彰
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　３月９日に群馬県太田市・前橋市で「有名建築家
による施設見学会」を実施しました。
　午前中は、太田駅前に建つ「太田市立美術館・図
書館（平田晃久設計）」を見学しました。駅前ににぎ
わいを取り戻すことが企図された建物で、人々が気
軽に立ち寄れるようにまちが建物の中まで入り込ん
だような空間になっています。利用者が思い思いの
場所で自由に過ごしている姿が印象深く感じました。
　その後、前橋市に移動し、昼食を兼ねて中心市街
地を視察しました。商業施設を美術館にリノベー
ションした「アー
ツ前橋（水谷俊博
設計）」、老舗ホテ
ルを改修・増築し
た「白井屋ホテル
（藤本壮介設計）」、
複数のギャラリー
とレストラン、住
居が一体となった
「まえばしガレリ
ア （ 平 田 晃 久 設
計）」など、アー
ト・建築の力で、
まちや暮らしが豊
かに変化していく様

子を目の当たりにしました。
　午後は、前橋市郊外の共愛学園前橋国際大学内
にある「KYOAI COMMONS（乾久美子設計）」・
「KYOAI GLOCAL GATEWAY（CAt設計）」を
視察しました。前橋国際大学は近年、教育改革を行
い、注目度ランキングでも上位に挙げられる大学で
す。大学の掲げる「グローカルな人材育成を目指し、
地学一体となった教育」は、主体的・能動的な学び
に対応した地域に開かれた施設が支えていることを
肌で感じることができました。
　建物の用途は様々ですが、それぞれに日本の地方
都市が直面する課題に挑戦的に取り組む事例を見る
ことができ、楽しく有意義な一日となりました。

県 央 支 部 県 央 支 部 　 大 井 　 友 彦支部活動

「有名建築家による
施設見学会」

太田市美術館・図書館

共愛学園前橋国際大学
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　令和６年３月23日に旧笠間市内において一般の
方々を対象にした第14回「都市景観ウォッチング」
を開催しました。
　当日は、天候の影響などからキャンセルが相次ぎ
参加者は18名、士会員10名の計28名で行われました。
　主な見学ルートは、笠間駅→光照寺→笠間街道（江
戸へ通じる街道）→光照寺→佐白のとうふ店→白凜
居（山下りん資料館※）→笠間稲荷神社→大石邸跡

→井筒屋。
　光照時に着
いた辺りから
みぞれ交じり
の冷たい雨と
なり、足元も
悪く移動には

少々難儀しました。
　この催しは、県央支部企画委員会が毎年行ってい
る（コロナ禍除く）もので、一般市民から参加者を
募集し、街歩きを通じて生活や歴史、今後の街のあ
りかたを語ってもらい、建築士と市民、街とを繋ぐ
ことを目的とした企画です。
　参加者の方々からアンケートを取り、概ね高評価、
好印象の様子でした。
　しかし、まだまだ反省点も多く今後どの様に発展、
展開させていくかはこれからの課題です。
　ルート選定、訪問先との交渉と段取、新聞社申込
み対応、参加申込者への連絡対応等々行って頂いた
スタッフの皆さん、ありがとうございます。お疲れ
様でした。
※山下りん：笠間出身の女性イコン（聖画像）画家

県 央 支 部 企画委員会 　 小 林 　 要支部活動

第14回　都市景観ウォッチング　「旧笠間市探訪」
①光照寺　②笠間街道道中

③白凜居　④笠間稲荷講話　⑤大石邸跡　⑥井筒屋

①

②

③

④

⑤ ⑥
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　2024年２月７日（水）対
面48名で第112回建築セミ
ナーを開催しました。コン
ペで１等を獲得した３作品
と今までの活動から建築が
果たせる役割とは何かをご
紹介いただきました。
　伊藤氏の出身地に建築さ
れた「那須塩原市図書館み

るる」は、３つのテーマを掲げて新しい駅前空間創
出のため駅前広場なども一体的に設計を行い、運営
者や市民を巻き込んだ仕掛け作りにより町全体の発

展に寄与する建築となりました。「サイエンスヒル
ズこまつ」は白山連邦と交合し建築とランドスケー
プを融合させています。埋蔵文化財包蔵地に建てる
構造検討や、ウェーブ形状屋根の雨対策など技術的
なお話もしていただきました。「カルチャーレジデ
ンス・アメツチ」は資生堂の社名由来である大地と
雨と樹木をテーマとして設計した社員寮らしからぬ
素敵な建築でした。
　「前例がない新しいことをやるために建築家は戦
わなければならない」という伊藤氏の言葉は、建築
を業とする私たちにとって深い感銘を受けることが
できた素晴らしいセミナーとなりました。

県 央 支 部 事 業 委 員 長 　 　 岡 﨑 　 和 裕支部活動

第112回建築セミナー「まちを育てる『図書館』
～マルチモーダルな”ことばの森”　那須塩原市図書館みるる～」

講師　伊藤　麻理　氏（ＵＡｏ㈱　代表）

那須塩原市図書館みるる

セミナー会場

伊藤麻理先生
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　２月16日～18日に神戸研修視察に行ってきました。
　安藤忠雄氏の神戸の街中の建築群や、淡路方面に
て淡路夢舞台、TOTOショーウインド淡路、兵庫
県立美術館など見学視察してきました。どれもこれ
も安藤建築の凄さにふれることが出来ました。淡路
夢舞台では総合施設になってお
りスケールの大きさに圧倒され、
TOTOショーウインド淡路では、
ロビーの圧巻な景色との演出やホ
テルの個室など細かいディティー
ルのこだわりに触れました。私の
TOTO担当から紹介して頂いた
事もあり、施設の案内や安藤氏の
建築設計図面も見せて頂き大変勉
強になりました。

　兵庫県立美術館に置いても、コンクリート打ち放
しの吹き抜け円形の階段や安藤忠雄の今までの設計
の歴史などの展示やアートのモニュメントなども
あって楽しく見学しました。
　視察の締めにフランクロイドライト設計のヨドコ
ウ迎賓館では、帝国ホテルを思わせる石造形や各所
統一されたデザインなど、巨匠の建築に触れること
が出来充実した
研修になりまし
た。

株式会社 潮 田 建 設
建築・土木・開発・設計・施工

〒300-2615　茨城県つくば市田倉5254-14

一級建築士事務所

TEL（０２９）８４７-２１６９ ㈹
FAX（０２９）８４７-５２６８

筑 波 支 部 支部事務局長 　 青 木 　 孝 二支部活動

神戸研修視察
「フランクロイドライト・
安藤忠雄ツアー」

（安藤設計図閲覧）

兵庫県立美術館円形階段にて

（ロビーにて）

ヨドコウ迎賓館にて

TOTOショーウインド淡路
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　土浦工業高等学校で出前授業を実施しました。内
容は、建築科１年生の生徒に向けて、「こんな身近
に建築士」と題した講話と、大工工場の見学会の２
本立てです。
　講話は、同校建築科の卒業生が講師となり、自身
の在学時の話しや卒業後の進路、現在携わっている
建築設計の仕事や建築士会での活動などを、聞いて
もらいました。
　工場見学は、株式会社工匠常陸さんにて、鉋や釿
といった大工道具を、実際に触れてもらいながら大

工の仕事について学び、建築士の領域の広さを生徒
たちに感じてもらいました。また、生徒の将来につ
いて伺いながら、やりたい事は一生懸命にやってい
くことの大切さを伝えました。
　後日、アンケートを実施して頂いたところ、大半
の生徒が将来、建築関係の仕事に就き建築士取得を
目指す、という回答を頂きました。昨年に続き２度
目の実施となりましたが、今後も学生やお子さんが、
建築士に興味を持つような企画を実施していきたい
と思います。

土 浦 支 部 青 年 部 長 　 菅 澤 　 達 行支部活動

「次世代建築士　創出事業」

鉋体験工場での講義卒業生による講話
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　第13回ボウリング大会が、令和６年３月９日（土）
に水戸市のグリーンボウルにて、50名の参加者のも
と盛大に開催されました。
　コロナウイルスの影響もあり３年間開催が出来ず、
４年ぶりの開催となりましたが、多くの会員やご家
族・子供さんが参加していただき、久しぶりのボウ
リングの方も多かったようですが、和やかのムード
の中それぞれが力を出し合い、
　ストライクやスペアを取っては参加者同士でハイ
タッチなどを交わし、楽しい１日を過ごす事が出来
ました。

　ハンデとして１ゲーム「子供は30ピン」「女性は
20ピン」「70才以上の方は10ピン」としトータルで
２ゲームを行い優勝を競い合いました。
　プレイ終了後には表彰式を行い、優勝者・団体優
勝チーム・女子優勝者・子供優勝者には特別な商品
をお渡しし、また参加者全員にもそれぞれに商品を
お配りし、和やかなムードの中終了することが出来
ました。
　参加していただきました方々、ご参加本当に有り
難うございました。

☆以下が優勝・準優勝・３位及び団体チームとなります☆

個人の部
優　勝 中山　和朗：スコア361 （筑西支部）
準優勝 関根　　淳：スコア339 （賛助会：

　ミナト防災通信工業㈱）
３　位 島田　　哲：スコア300 （石岡支部）

団体の部
優　勝 筑西支部 （平均スコア；137.83）
準優勝 ミナト防災通信工業㈱ （平均スコア：130.12）
３　位 筑波支部 （平均スコア：127.87）

委員会
活 動

会 員 委 員 会 委 員 長 　 小 川 　 雅 良

優勝　中山 氏 団体優勝　筑西支部

始球式　柴会長

第13回　ボウリング大会開催
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　令和６年３月13日（水）～19日（火）の期間、本
年も茨城県立図書館１階ギャラリーにて、第25回会
員美術展が開催されました。
　会員の方々には、絵画や写真、書作を出展してい
ただき、また建築士会の女性部や県央支部などから
は、ワークセミナーや木工教室などにて製作されま
した工芸や設計模型なども多く出展していただき、
素晴らしい美術展を開催する事が出来ました。
　図書館を訪れた多くの一般の方々も足を止めてい
ただき、作品を観覧し「本格的な作品でとても素晴
らしいです」と感激していただきました。出展をし
ていただきました会員やご家族の方々には感謝申し
上げます。
　また来年も開催した折には、多くの方々に是非出
展をしていただき、盛大に美術展を開催したいと思
います。
　以下展示作品は次の通りです。
「書」
「光る君へ」抄　ⅠⅡⅢ	 青山　孝夫	 土浦支部

「陶芸・工芸・模型」
パンフラワー	 浅子　明美	 県央支部
ビーズジュエリー　ⅠⅡⅢ
	 五十嵐智子	 土浦支部
建築模型	 小川　雅良	 県央支部
お皿	 小川　雅良	 県央支部
籐
とう

のかご	 小貫　弘巳	 県央支部
木工品	 加藤　宜之	 県央支部

うつわ	 加藤　宜之	 県央支部
皿	 加藤　宜之	 県央支部
蕎麦ざる	 桑原　文子
		  ひたちなか支部
輪口編み盛りかご	 桑原　文子
		  ひたちなか支部
建築模型	 小林　亮介	 県央支部
模様入り　オリベ鉢	 酒井　順子	 土浦支部
クリスマスアレンジ	 平沼　清美	 県央支部
建築模型	 山田　一博	 県央支部
タイルアート	 柳下　義男	 県央支部
湯のみ	 吉田　　進	 県央支部
建築模型	 李　　相鉄	 県央支部

「写真」
ゆうやけとぼく	 石井　裕子	 県央支部
ジャカランダの咲く教会で
	 平沼　清美	 県央支部
ひと休み	 平沼　清美	 県央支部
春のごちそう	 平沼　清美	 県央支部
こっちを見ないで	 平沼　清美	 県央支部
春うらら	 平沼　清美	 県央支部
可憐な乙女	 平沼　清美	 県央支部
ほろ酔い気分（酔芙蓉）	 平沼　清美	 県央支部
朝市ＡＢ	 柳下　文江	 県央支部

委員会
活 動

会 員 委 員 会 委 員 長 　 小 川 　 雅 良

第25回
会員美術展開催
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「洋画」
ライジンロード神木	 青木　孝二	 筑波支部
雨上がりの帰り道	 青木　孝二	 筑波支部
Metoro-22-K	 大槻　　薫	 県央支部
水戸の街ⅠⅡⅢ	 大槻　　薫	 県央支部
Sky-2023	 大槻美菜実	 県央支部
花	 荻津　充宏	 県央支部
微笑む	 樫村　弘明	 県庁支部
石膏デザイン	 樫村　弘明	 県庁支部
親子綱	 樫村　弘明	 県庁支部
渓谷	 樫村　弘明	 県庁支部
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　さる２月29日（木）茨城県市町村会館にて「改正
建築基準法」講習会が開催されました。本講習会は、
2022年６月に公布された「脱炭素社会の実現に資す
るための建築物のエネルギー消費性能の向上に関す
る法律等の一部改正」についてのものです。
　この改正により、従来の「四号特例」の縮小など
建築確認や完了検査の手続きが大きく変更されます
（2025年４月施行予定）。具体的には、これまで特
例の対象が２階建て以下かつ延べ面積500m²以下の
木造建築物から平屋建てかつ延べ面積200㎡以下に
縮小され、今後は多くの建築物で構造安全性の基準
など全ての規定に対して審査・検査が行われること
になる予定です。
　講習会では、特に小規模な建築物における確認申
請手続きについて詳しく説明がありました。2025年
４月以降の確認申請には、省エネ基準への適合判定
通知書や審査のための設計図書が必要となり、従来
以上に厳格な手続きが求められるようになります。
　特に構造関係規定等の設計図書の添付が新たに必

要となり、確認申請手続きが大きく見直されること
が強調されました。
　また、木造建築物の構造関係規定も見直され、特
に高い省エネ性能を求める建築物の重量化に対応す
るために、壁量や柱の小径の基準が再検討される予
定と説明がありました。これに伴い、確認申請に必
要な図書も新たな基準に基づいて作成する必要があ
ります。
　講習会の後半では、構造関係規定の具体的な解説
など、建築確認・検査の手続きについての実践的な
解説が行われました。参加者は、改正法の趣旨を理
解するとともに、今後の実務にどう対応するかにつ
いての知識を得ることができました。
　今回の改正は、脱炭素社会の実現を目指し、省エ
ネ性能の向上を図るものであり、建築業界にとって
大きな影響を与えることを改めて認識しました。今
後も改正内容に対応した最新の情報を収集し、適切
な対応を行っていくことの重要性を痛感しました。

委員会
活 動

研 修 委 員 会 委 員 　 石 井 　 邦 明

「改正建築基準法（いわゆる４号特例の縮小に
伴う確認申請・審査マニュアル等）」講習会
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　青年委員会では、東海村教育委員会（生涯学習課）
主催の「とうかい子どもキャンパス」において、小
学生向けの講座を行っています。令和５年度は、建
築が出来るまでの流れを体験できるよう、身近な題
材としてストリートファーニチャー（街中の家具）
を製作する企画を実施しました。
　第１回（６月10日）の設計編では、ガイダンスと
して建築士の様々な仕事を紹介した後、フィールド
ワークとして展示場所を見学し、グループ設計に挑
戦してもらいました。どんなものがあったら良いか
子どもたちは考えるのに苦労していたようですが、
東海村の名物（サツマイモ、ハニワ、古墳、卓球）
をモチーフに独創的なアイデアが飛び出し、建築士
のアドバイスのもと設計図が無事に出来上がりまし
た。
　第２回（10月７日）の工事編では、事前に建築士
が施工図を起こし、材料の調達や部材の加工を行い

ました。加工にあたっては、株式会社小池住建様（常
陸太田市）、有限会社伊藤建設様（ひたちなか市）
のご協力をいただきました。当日は、子どもたちに
工具の使い方をレクチャーし、安全に配慮しながら
部材の組み立てを行いました。
　第３回（１月20日）の完成編では、塗装等の仕上
げを終えるとともに、手作りの銘板を作成し、グルー
プごとに作品（ソファー、テーブル、卓球台、ブラ
ンコ等）の発表を行いました。その後、歴史と未来
の交流館のロビー展示において、来場者に作品を
使っていただきましたが、大変好評をいただいてい
ます。
　今回、自分たちが描いた設計図のとおり実物が出
来上がる体験を通して、子どもたちは達成感を味わ
うことができたようです。ものづくりの楽しさに触
れ、建築士という職業を身近に感じられる機会とな
れば嬉しいです。

委員会
活 動

青 年 委 員 会 委 員 　 小 室 　 直 樹

「とうかい子どもキャンパス
建築士と作ろう！ストリートファーニチャー（続報）」
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　平安時代のお姫様教育として「貝合わせ」又は「貝覆い」と
いう遊びが行われていました。その遊びに使われる絵を描いて
平安時代を体験しました。
　金塗りをした蛤に季節の行事や植物・風景などを２時間とい
う短い時間で皆さん皆さん書き上げることが出来ました。
皆さんの感想には
◦�楽しく書きました。この次は貝合わせの歴史や遊び方もやっ

てみたいです。
◦�平安時代の絵合わせ、優

雅な気分になれる楽しい
企画でした。

◦�貝絵は繊細な表現が必要
で思ったよりも大変でし
た。

というお言葉が寄せられま
した。

建築設計・監理 耐震補強 特殊建築物定期報告

Ar
ch

ite
ct

ur
al

  D
es

ig
n

㍿相澤建築設計事務所

代表取締役 相澤 晴夫

〒300-1256 茨城県つくば市森の里1169-2

TEL：029-876-0617 FAX：029-876-0679

E-mail：info@aizawa-arc.co.jp

URL：http://aizawa-sekkei.com/

委員会
活 動

女性委員会（わくわくセミナー）

「貝絵を描いてみよう！」

皆さんの作品 貝絵体験風景

■ 稲 敷 支 部 　 池 田 　 惠 子
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　令和６年２月３日（土）茨城県開発公社ビル１階
中会議室にて
　これから家を建てる人、既に家を持っている人を
対象に、今からできる省エネ対策についてのセミ
ナーを行いました。今回のセミナーは『いばらき脱
炭素社会実現研究会』『いばらき自然エネルギーネッ
トワーク』との共同開催でした。

　昨今、光熱費が高騰していますが少しでも家計の
節約につながるような、また将来を見据えた省エネ
住宅とはどのようなものか、それぞれの分野の専門
の講師３名をお招きし話を伺いました。
■AOKI設計代表　代表取締役　青木　孝二　氏
　（新築住宅）�どのような仕様・構造にすれば、光

熱費が安くなるのか

　（リフォーム）�断熱材、断熱サッシなどのリフォー
ムのポイント

■TOTO㈱東関東支社　市場開発課　
担当課長　木村　哲也　氏

省エネ・節水設備機器の事例紹介－新しいものに
変えると、これだけ節水、節電になる

■㈱山善　住建事業部　東関東住建支店水戸事業所
　永富　浩司　氏

　太陽光＋蓄電池の活用－V2Hの紹介

　講師の先生には詳細な資料をご用意いただき、節
電・節水効果など具体的な数値のご紹介などもあり
充実したセミナーになったと思います。

委員会
活 動

女性委員会（ラブアークセミナー）

「今だからこそ考える
快適・省エネ住宅」

セミナーの様子

■ 県 央 支 部 　 篠 根 　 玲 子

青木先生の『オリジナル全館空調』の紹介
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　日本の伝統工芸ともいえる組子細工の技を感じて
もらう為に、ひたちなか市馬場先木工所の実際の工
場で作品を見せて頂く機会となった。
　馬場先さんは、黄綬褒章、大臣賞等数々の賞を受
賞されている、まさに名工で信頼のおける職人技術
をお持ちの木工所といえる。

　水戸城大手門復元工事も担当されており、今回は
大手門の施工段階からのスライドを用いた説明や、
実物の１/５模型などを拝見しながら、施工時の工
夫や技術力などのレクチャーを受け、参加者からも
数々の興味ある質問が飛び交った。
　また、組子細工を実際にワークショップとしてお
こない、参加者からは繊細な組子のパーツを自分で
組み上げていく楽しさや愛着を感じる声も聞こえて
きたが、同時に組子細工の素晴らしさを改めて感じ
る事が出来たようであった。最近は、なかなか使わ
れることも少なくなってきている組子や、あつらえ
た建具などの良さを改めて感じることが出来、建築
士の皆さんにもぜひ、取り入れて頂きたいと感じた。

委員会
活 動

女性委員会（ラブアークセミナー）

「組子づくりワークショップ」
男女年代関係なく沢山お集まりいただいた参加者のみなさん

実際に施工した物と同じ水戸城大手門1/5模型組子細工を施した椅子の座り心地を堪能

■ 県 央 支 部 　 佐 藤 　 朋 子
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一般社団法人

茨城県建築士会
https :// i - shikai .com

携帯サイト


